
到着時に、
チケットをお渡し
します。

文楽公演を
お楽しみください。

明石船別れの段

笑い薬の段

宿屋の段

大井川の段

「生写朝顔話」
 あさがお

令和 2年３月21日
昼の部　13:30開演 (開場13:00)

三重県文化会館　中ホール

土

出演者による解説と字幕付きで、

初心者の方にもお楽しみいただけます。

特典①：そうぶん内で開催中の
　　　  「とびだせ！みえの絵本作家たち展2020」入場特別割引券
特典②：アートショップMikkeで使えるお得なクーポン券

旅行代金
お１人様

受付期間 11月28日(木)～12月12日(木)
※公演チケットのキャンセルはできません。
※バス乗車代、お弁当代のキャンセル料については、裏面を
　ご確認ください。

文楽人形浄瑠璃 文楽

チケットS席
バス乗車代
お 弁 当 代

3,500円
3,000円
1,200円7,700円7,700円

お弁当・
そうぶん内で
使える
割引券付き

写真 青木信二写真 青木信二

 しょううつし  ばなし



　お家騒動にすれ違いの恋を絡ませた物語。主人公のモデルは美男とされる17世紀の陽明学者熊沢蕃山。

出会いの場で男が女の扇にしたためる朝顔の歌「露のひぬ間の朝顔…」も蕃山の作です。

　京で学ぶ宮城阿曾次郎は、武家の娘深雪と出会い、恋仲に。けれども、お家乗っ取りの陰謀を阻止

すべく急遽故郷の周防へ。別れを悲しむ深雪もまた両親と安芸に帰ることになり、別々の船で西へ向かう

二人が、偶然、明石浦での風待ちの間に再会。恋人と一緒に行こうとする深雪、しかし、船が動き出し、

遠ざかる阿曾次郎の船に扇を投げ入れるのでした。

　その後、阿曾次郎が駒沢次郎左衛門と改名したとは知らず、深雪は駒沢との縁談を拒んで家を出、

●注意事項
＊大人・子ども同一料金です。シアターメイツ割引はご利用いただけません。
　公演チケット購入後にバスツアーへの参加をご希望の場合は、お申込み時にチケットに明記されているお席の番号をお伝えください。バスのお席に空きがある場合
　は、公演チケットを除いた代金でご乗車いただけます。
＊片道だけのご利用及びバス乗車のみのご利用はできません。
＊各乗車地に駐車場はございません。
＊公演のお席は指定できません。なお、チケットはツアー当日にお渡しいたします。
＊お申込み状況により、バスの座席がご相席になる場合があります。また、バスが2台以上発車する場合、乗車地によって、同グループでも違うバスになることがあり
　ます。
＊お申込みいただけるのは、東紀州地域にお住いの方、お勤めの方に限ります。なお、未就学児のお申込みはできません。
＊参加者が20人に満たないときはバスツアーが中止になる場合があります。
＊指定のバス乗場の乗車時間に遅れますと、ご乗車いただけませんのでご注意ください。乗り遅れた場合の払い戻しはできませんのでご了承ください。
＊交通渋滞、天災などによるバスの遅延により、開始時刻に間に合わなかった場合の払い戻しは行いませんのでご了承ください。
＊有料チケットのキャンセル及び返金はできませんのでご注意ください。また、バス乗車代 ・ お弁当代は、ツアーの前日から起算してさかのぼって10日前から所定の
　キャンセル料が発生します。詳しくは三重交通株式会社　南紀旅行支店（0597-22-2877）にお問合せください。
＊「人形浄瑠璃　文楽」公演の内容に関するお問合せは、三重県文化会館チケットカウンターまで（TEL 059-233-1122）

TEL 0597-22-2877　　　

お申込み

紀宝町を7:30頃に出発し、開演の2時間前に
三重県総合文化センターに到着予定のプランです。

三重交通(株)  南紀旅行支店

「人形浄瑠璃　文楽」 バスツアー スケジュール （予定）

20分後

出 発

11:30

※市町出発時間は各自異なります。

13:00 中ホール開場

16:10 終演予定

頃

バス出発

昼食会場  :  三重県総合文化センター内（当日ご案内します）

13:30 開演

三重県総合文化センター 到着・昼食
紀北町

尾鷲市

熊野市

御浜町

紀宝町

ご注意ください！ 土・日・祝日が休業日となりました。

休 業日：
受付時間  ：9:30～18:00

土・日・祝日

自由時間 各自で　
三重県総合文化センター　中ホールへ

■■そうぶん内で開催中■■

©スズキコージ
（大千世界の生き物たち）
架空社刊

とびだせ︕
みえの絵本作家たち展2020
会場︓第１、第２ギャラリー

生写朝顔話（しょううつしあさがおばなし） 

■あらすじ■

明石船別れの段・笑い薬の段・宿屋の段・大井川の段

阿曾次郎を探して流浪し失明、東海道の嶋田宿で朝顔の歌を唄って露命を繋いでいます。そこに駒沢が宿泊。相役の岩代は陰謀に加

担する悪者で、しびれ薬を茶に混ぜ、駒沢に飲ませようと一味の医者祐仙と画策。祐仙は、宿の主人が笑い薬にすりかえたとも気づ

かず、駒沢の前で堂々と毒見、こっそり飲んだ解毒剤も効かず、笑い苦しむはめに…。

　その夜、朝顔の名で呼ばれる落ちぶれた深雪の姿に衝撃を受ける駒沢。が、岩代の手前、名乗ることもできず、

翌朝出立。残された扇から恋人と知った深雪は、あとを追って大井川へ。けれども、大雨で川止め、恋人はすでに

渡ったあと。身の不運を嘆き、絶望する深雪を救ったのは…。

　天保3年（1832）、大坂の稲荷社内で初演、司馬芝叟の長話『蕣』をもとにした読本『朝顔日記』（1811）や

歌舞伎による、山田案山子の五段の時代物で、今回は二、四段目から上演いたします。

写真　青木信二

500円  ➡ 400円でご入場いただけます。

くまざわばんざん

あさがお


